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１．研究計画の概要 
本研究は、インターネットを介して、海外の
大学と連携して国際間の新しい語学教育方
法を探ることを目的としている。具体的に下
記の 2 つのテーマからなる。 
 
(1) インターネットを利用して、海外の大学
における日本語学習者と、日本の大学におけ
る中国語学習者に対する授業方法に関する
研究 
 
(2) インターネットを利用して、海外の大学
に対する日本語教材の提供を行う方法、およ
び評価を行う方法に関する研究 
 
２．研究の進捗状況 
(1)のテーマについては、平成 20 年度では、
ネット上における構成主義言語学習指
向の授業を実施するとともに、その評価
を行った。平成 21 年度において、引き続き
構成主義言語学習理論に基づき、各種の協働
作業による授業活動を開発し、評価し続けた。
平成 22 年度では、我々が行われてきた講義
方法をほかの授業にも、波及できるようなカ
リキュラムの設定を準点に置いた。これらと
も、おおむね計画とおりに進行した 
 
上記の(2)のテーマについて、平成 20 年度で
は、e-learning システム上で利用する Web
教材の開発に着手し、台湾の教員と共同で実
際に利用する教材の内容を選定し、台湾側の
教員の視点を含めて評価ポイントを定めた。
平成 21年度では、設計された教材を作成し、
実際に海外の日本語学習者に利用してもら
い、評価してみた。これらの結果は、22 年度
で発表した。これらとも、おおむね計画とお

りに進行した 
                
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
本研究では、（１）において、当初の計画と
おりに進展しながら、本手法に汎用性を持た
せるため、カリキュラムの設定基準に力を注
いだ。 
（２）において、計画通りに教材を開発し評
価を行い、経験とも学会発表などに通じて、
会社に発信した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究テーマの最後の年度において、再度今
までのデータを整理し、（１）において、実
施する方法とカリキュラムの汎用化に力を
いれ、もっと多くの方に実施されることに推
進する予定である。（２）において、社会貢
献を目的として自由利用可能な教材を公開
し、さらに、フレームワークの公開により、
もっと汎用的な教材開発手法を公開する予
定。 
 
５. 代表的な研究成果 
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